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利用・用途・応用分野

肝疾患・肝不全症治療、検査、臨床医療

目的・課題 解決ポイント

近年、アルコールを摂取しないヒトの
間にもアルコール性肝障害に類似し
た所見が現れることが判明してきた。
非アルコール性脂肪性肝疾患（ＮＡＦ
ＬＤ）の進展度合いの判定に際して、
肝生検体を用いることなく患者に対
する負担が少なく、安価で方法を提
供する。

ＮＡＦＬＤ患者の血清中のオンコスタ
チンＭを測定することにより、ＮＡ
ＦＬＤの進展度合いを判定する。ここ
で、ＮＡＦＬＤの進展度合いを判定す
る指標として、オンコスタチンＭの測
定値が６０ｐｇ／ｍｌを超える場合ＮＡＦ
ＬＤ activity score（ＮＡＳ）が「６以上」
と評価し、オンコスタチンＭの測定値
が２０～６０ｐｇ／ｍｌの場合、ＮＡＳが
５と評価し、オンコスタチンＭの測定
値が２０ｐｇ／ｍｌ未満である場合、ＮＡ
Ｓが４以下と評価する。
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ＮＡＦＬＤの進行度判定が血清中オンコスタチンＭ量を用いることで、患者の負担が
大きかった従来の組織採取に代わり、血液採取のみで可能となる。

患者A：肝生検の結果 NAS ６
オンコスタチンＭ濃度68.8pg/ml

患者B：肝生検の結果 NAS ４
オンコスタチンＭ濃度15.6pg/ml


